
令和 5 年度福岡県立早良高等学校同窓会 第 35 回定期総会議事録 

 

1. 日時：令和 5 年 8 月 6 日（日） 

   １１：００～１１：４５ 

2. 場所：ＴＨＥ ＬＩＶＥＬＹ福岡博多 

 

【会長挨拶】 

屈託のない意見をお願いします。 

【学校長挨拶】 

コロナ減少によりコロナ禍前に戻ってきた感じ。今年度の体育祭は制限なしに開催予定。 

硬式野球が 37 年ぶりに県大会進出。制服がブレザーに変更。進学セミナーの費用の一部を 

援助してもらっており感謝している。 

 

3. 議事 

１） 令和 4 年度事業報告 

２） 令和 4 年度決算報告 

３） 令和 4 年度記念事業積立金決算報告 

４） 令和 5 年度役員・新評議員・新幹事選任 

については異議なく承認された。 

 

５） 令和 5 年度事業計画案 

６） 同窓会会費について(規約改正案) 

［現規約］ 第 6 章 会計 

 第 20 条 本会の経費は会費、寄付金、その他雑収入をもって充てる。 

 第 21 条 本会の会費は卒業時に 20,000 円納入され、それをもって終身会員とする。 

 第 22 条 本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。 

［新規約］ 変更箇所 

 第 21 条 本会の会費は卒業時に 22,000 円納入され、それをもって終身会員とする。 

※規約改正に至る経緯 

 生徒数の減少、物価高騰に伴う通信費や印刷費などの諸経費が上昇している。 

 会報誌の配布方法の見直し、経費削減に努めるも、今後も生徒数の減少、支出増加が 

避けられない状況である。 

継続的に同窓会運営を行っていくために会費の改定を提案 

 

 



７） 同窓会名簿動向調査及び改発行について 

８） 令和 5 年度予算案 

９） 令和 5 年度記念事業積立金計画案 

１０）その他 

について 2 名の者から質疑があった。 

 

質疑の内容と回答は以下のとおり 

① 質疑：総会費が前年度予算額に比べ、50 万増えた理由は？ 

回答：総会、懇親会会場を学校からホテルでの開催に変更したため増額。 

② 質疑：記念事業積立金（内訳：早良高校周年記念事業積立金・同窓会記念事業積立金）は 

いつ使う予定か？ 

回答：10 年を節目に行う周年記念事業に対して支出している。 

補足：同窓会記念事業積立金については、本年度同窓会名簿発行委託料等のため支出 

   ※30 周年時に名簿発行されていなかった為、40 周年に向けて名簿データの整備 

（動向調査）を昨年度より行なっており、本年度名簿改訂発行したもの 

③ 質疑：早良高校周年記念事業積立金（30 万）は早良高校に対する寄付になるのか？ 

   また、積立金として項目を設けているのであれば、同窓会記念事業積立金同様に 

決算報告をしないといけないのではないか？ 

    回答：学校関係の部分になる為、総会当日は資料がないので後日ホームページで回答する。 

④ 質疑：学校関係の部分になるのであれば、公立高校の収支報告書として公開はしているのか？ 

回答：確認して後日ホームページで回答する。 

【以下後日の回答】 

➢ 福岡県立早良高等学校創立記念事業費の積立金であり、ＰＴＡ、同窓会、後援会からそれ

ぞれ毎年積立金収入として計上しており寄付金ではない。 

➢ 学校、ＰＴＡ、同窓会合同で準備委員会を立ち上げ、記念事業内容の企画立案及び決定等

を行っている。 

➢ 当該年には、実行委員会として再編し実務を行っている。 

➢ 学校周年記念事業費積立金に関する収支報告書は公開していない。 

➢ 今後、福岡県立早良高等学校創立記念事業費決算書を総会資料に添付する。 

⑤ 質疑：新副会長 1 名承認されたが、副会長は 3 名体制になるのか？ 

回答：規約に則り、今後副会長は 3 名体制となる。 

⑥ 質疑：36 期から入会費が 22,000 円になる件で、実状も理解できるし反対はしないが、 

金額を決める際に他校との比較はしたのか？ 

回答：他校の状況を把握されている前任の事務長からの提案を採用した。 

 

その後、他に意見のない事を確認し、拍手により採決を行い議案は原案どおり承認された。 


